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(57)【要約】
【課題】ワイヤが伸びたり、切断したりすることを抑制
し、ワイヤの耐久性を向上させる。
【解決手段】内視鏡操作部の巻取り車から先端側へワイ
ヤ１９を配設し、このワイヤ１９を駆動することにより
アングル部を湾曲操作する内視鏡の湾曲操作装置で、上
記ワイヤ１９の引張り方向にある鉗子口分岐部Ｇを回避
する経路に曲げ形成した曲げパイプ２２を設ける。この
曲げパイプ２２は、例えば巻取り車側直線部２２ａとア
ングル部側直線部２２ｂとの間の２箇所で、９０度以内
の角度α１，α２で曲げ形成され、この巻取り車側直線
部２２ａとアングル部側直線部２２ｂは略平行となり、
この曲げパイプ２２内にワイヤ１９が通される。これに
よれば、巻取り車側直線部２２ａ及びアングル部側直線
部２２ｂの両方において、ワイヤ１９の引張り時の配置
方向がパイプ軸方向１００に一致し、パイプ端部での擦
れがなくなる。
【選択図】図１
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　内視鏡操作部から先端側へワイヤを配設し、このワイヤを駆動することによりアングル
部を湾曲操作する内視鏡の湾曲操作装置において、
　上記ワイヤを通すパイプであって、該ワイヤの引張り方向にある干渉物を回避する経路
で、かつワイヤの引張り方向がパイプ軸方向と略一致するように曲げ形成した曲げパイプ
を設けたことを特徴とする内視鏡の湾曲操作装置。
【請求項２】
　上記曲げパイプは、内視鏡操作部に配置された鉗子口分岐部を回避する経路に曲げ形成
し、かつこの曲げ角度を９０度以内に設定したことを特徴とする請求項１記載の内視鏡の
湾曲操作装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は内視鏡装置、特にワイヤの引張り駆動でアングル部を曲げ操作する内視鏡の湾
曲操作装置の構成に関する。
【背景技術】
【０００２】
　図３及び図４には、従来の内視鏡操作部における湾曲操作装置の構成が示されている。
内視鏡（スコープ）は、例えば対物光学系や固体撮像素子等を備えた先端部、この先端部
に連結され、アングルリングによって湾曲するアングル部、このアングル部に図３に示さ
れる軟性部１を介して設けられた操作部２等を有する。この操作部２には、外側へ斜めに
突出させた鉗子口（処置具導入口）３、吸引ボタン４ａや送気／送水ボタン４ｂを含む操
作スイッチ類、上下、左右のアングル操作ツマミ５が設けられる。
【０００３】
　また、図４（Ａ）に示されるように、操作部２の内部には、上記鉗子口３に接続され、
先端部先端面まで配設された処置具挿通チャンネル６、この処置具挿通チャンネル６に連
結される吸引管７が設けられている。これによれば、上記鉗子口３から挿入した処置具を
処置具挿通チャンネル６を介して先端部まで導くことにより、各種の処置具を用いた処置
が可能となり、またこの処置具挿通チャンネル６と吸引管７を介して、被観察体の内容物
を吸引し、外部へ排出できるようになっている。
【０００４】
　更に、操作部２内には、上記アングル操作ツマミ５に連結された巻取り車９、この巻取
り車９からアングル部まで配置されたワイヤ１０、このワイヤ１０を通すパイプ１１等が
設けられる。即ち、アングル操作ツマミ５を回動操作し、巻取り車９を介してワイヤ１０
を引っ張り駆動することにより、アングル部（及び先端部）を例えば上下、左右の４方向
に屈曲させることが可能となる。
【特許文献１】特開２００３－２９０１２２号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　ところで、従来の内視鏡の湾曲操作装置では、図４（Ａ）に示したように、操作部２の
ワイヤ１０にパイプ１１を被せている。これは、操作部２に、処置具挿通チャンネル６と
吸引管７の接続部から鉗子口３を分岐させる分岐部Ｇが設けられ、この分岐部Ｇがワイヤ
１０の配置ルート（引張り方向）に存在しており、この分岐部Ｇとの干渉を避ける必要が
あるためである。即ち、上記パイプ１１を巻取り車９側から分岐部Ｇの先まで配置し、こ
のパイプ１１内にワイヤ１０を通すことで、分岐部Ｇとの接触、干渉が避けられており、
これによって、ワイヤ１０の引張り動作が円滑になる。
【０００６】
　しかしながら、このような従来の構成では、ワイヤ引張り動作中に、図４（Ｂ）に示さ
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れるように、上記パイプ１１の端部（切断部）１１Ｅでワイヤ１０が曲がって擦れるため
、このワイヤ１０が伸びたり、或いは切断したりすることになり、耐久性が低下するとい
う問題があった。
【０００７】
　本発明は上記問題点に鑑みてなされたものであり、その目的は、ワイヤが伸びたり、切
断したりすることを抑制し、ワイヤの耐久性を向上させることのできる内視鏡の湾曲操作
装置を提供することにある。
【課題を解決するための手段】
【０００８】
　上記目的を達成するために、請求項１の発明は、内視鏡操作部から先端側へワイヤを配
設し、このワイヤを駆動することによりアングル部を湾曲操作する内視鏡の湾曲操作装置
において、上記ワイヤを通すパイプであって、該ワイヤの引張り方向にある干渉物（障害
物）を回避する経路で、かつワイヤの引張り方向がパイプ軸方向と略一致するように曲げ
形成した曲げパイプを設けたことを特徴とする。
　請求項２の発明は、上記曲げパイプは、内視鏡操作部に配置された鉗子口分岐部を回避
する経路に曲げ形成し、かつこの曲げ角度を９０度以内に設定したことを特徴とする。
【０００９】
　本発明の構成によれば、例えば曲げパイプ内に通されたワイヤの引張り方向、即ち引張
り時のワイヤの配置方向が、巻取り車側及びアングル部側の両方においてパイプ出口のパ
イプ軸方向と一致することになるので、ワイヤがパイプ端部で擦れることがない。
【発明の効果】
【００１０】
　本発明の内視鏡の湾曲操作装置によれば、ワイヤがパイプ端部で擦れず、ワイヤの伸び
や切断が抑制され、ワイヤの耐久性を向上させることができるという効果がある。
【発明を実施するための最良の形態】
【００１１】
　図１及び図２には、実施例に係る内視鏡の湾曲操作装置の構成が示されており、図２は
、図４とは異なる角度から見た内視鏡操作部の構成である。図２において、左側が先端側
、右側が操作部１４の端部側となり、この操作部１４の内部には、処置具挿通チャンネル
１６と吸引管１７との間に、鉗子口分岐部Ｇが設けられている。また、操作部１４の端部
側に、図３で示したアングル操作ツマミに軸結合される巻取り車１８が設けられ、この巻
取り車１８にワイヤ１９が巻き取られている。
【００１２】
　上記巻取り車１８の近傍には、ワイヤ取付け配置板２０が設けられ、このワイヤ取付け
配置板２０の先端側にパイプ固定部２１が配置され、このパイプ固定部２１に、ワイヤ用
の曲げパイプ２２がネジ止め等で固定される。この曲げパイプ２２は、図示されるように
、巻取り車１８から鉗子口分岐部Ｇまで直線となるが、この鉗子口分岐部Ｇを越えた位置
から曲がるように形成され、この曲げパイプ２２内に、上記ワイヤ１９が通される。
【００１３】
　図１（Ａ）には、上記曲げパイプ２２の拡大断面図が示されている。図示されるように
、曲げパイプ２２は、巻取り車側の直線部２２ａから９０度以内の角度α１で曲がり、そ
の先で、更に９０度以内の角度α２で曲がるように形成してアングル部側の直線部２２ｂ
が設けられており、これら巻取り車側直線部２２ａとアングル部側直線部２２ｂとは略平
行となる。なお、上記曲げパイプ２２から先端側のワイヤ１９の外周には、ワイヤ駆動を
円滑にするための密着バネが配置される。
【００１４】
　このような実施例の構成によれば、ワイヤ１９の引張り時の配置方向（引張り方向）が
、巻取り車側においてはその直線部２２ａのパイプ軸方向１００に一致し、アングル部側
においてもその直線部２２ｂのパイプ軸方向１００に一致することになり、ワイヤ１９が
曲げパイプ２２の端部で擦れることが防止される。なお、ワイヤ１９は、曲げパイプ２２
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内で曲がって内面に接触することになるが、この曲げパイプ２２内の曲げ部は、その内面
が緩やかに曲がる曲面となるので、この部分でのワイヤ１９の擦れ（接触）の度合いは小
さいものとなる。
【００１５】
　図１（Ｂ）には、ワイヤ用曲げパイプの他の構成が示されており、図示の曲げパイプ２
４のように、１箇所だけ９０度以内の角度α１で曲げて形成するようにしてもよい。この
場合も、巻取り車側直線部２４ａ及びアングル部側直線部２４ｂの両方において、ワイヤ
１９の引張り時の配置方向がパイプ軸方向１００に一致し、パイプ端部での擦れがなくな
る。
【図面の簡単な説明】
【００１６】
【図１】本発明の実施例に係る内視鏡の湾曲操作装置の曲げパイプ及びワイヤを示し、図
（Ａ）は図２の構成の断面図、図（Ｂ）は他の構成例の断面図である。
【図２】実施例の内視鏡の湾曲操作装置（内視鏡操作部の内部）の構成を示す図である。
【図３】従来（又は実施例）の内視鏡の構成を示す外観図である。
【図４】従来の湾曲操作装置を配置した内視鏡操作部内の構成を示す図である。
【符号の説明】
【００１７】
　２，１４…内視鏡操作部、　３…鉗子口、
　５…アングル操作ツマミ、　６，１６…処置具挿通チャンネル、
　７，１７…吸引管、　　　　９，１８…巻取り車、
　１０，１９…ワイヤ、　　　１１…パイプ、
　２２，２４…曲げパイプ、　２２ａ，２４ａ…巻取り車側直線部、
　２２ｂ，２４ｂ…アングル部側直線部。

【図１】 【図２】
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